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平成２７年度大学入試センター試験の
主な変更点等について

平成２７年度大学入試センター試験の
主な変更点等について



１ 新学習指導要領に基づいた出題
２ 出題教科・科目
３ 試験時間割
４ 科目選択・登録方法
５ 確認はがき
６ 試験場・試験室の指定
７ 得点調整

2

Ⅰ 主な変更点

Ⅱ 数学・理科の受験上の留意点

１ 数学の留意点
２ 理科の留意点
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○ 数学と理科は新しい学習指導要領に基づいて編成され
た新教育課程に対応した試験問題を出題

○ 数学と理科を受験する全ての受験者は，新学習指導要
領に基づいて出題される試験問題を受験するのが原則

○ ただし，平成27年度センター試験に限り，旧教育課程
履修者のための旧教育課程に基づいて出題する経過措置
を講じる

○ 旧教育課程履修者は，新教育課程に対応した試験問題
と経過措置により出題される試験問題のいずれかを選択
できる

１ 新学習指導要領に基づいた出題

Ⅰ 主な変更点
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新教育課程履修者と旧教育課程履修者とは

新教育課程履修者
（数学・理科）

①高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）に平
成24年4月に入学し，数学，理科に関し新教育課程
を履修し，平成27年3月卒業見込みの者

②中等教育学校の後期課程に平成24年4月に進級し，
数学，理科に関し新教育課程を履修し，平成27年3
月卒業見込みの者

旧教育課程履修者 上記以外の者
※ 高等学校等卒業者，高等学校卒業程度認定試験
合格者又は合格見込者，高等学校等を平成27年3月
卒業見込みであるが，入学は平成24年3月以前の者
など（→受験案内p.2）



教科 グループ 出題科目

国語 「国語」

地理歴史
「世界史Ａ」，「世界史Ｂ」，「日本史Ａ」，「日本史Ｂ」，
「地理Ａ」，「地理Ｂ」

公民
「現代社会」，「倫理」，「政治・経済」，
「倫理，政治・経済」

数学

① 「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」

② 「数学Ⅱ」，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，
「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」

理科
① 「物理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」，「地学基礎」

② 「物理」, 「化学」, 「生物」, 「地学」

外国語 「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」，「韓国語」

（注１） 赤字は新教育課程に対応した出題科目を示す
（注２） 理科は，「基礎を付した科目」と「基礎を付していない科目」を別々のグループに配置
（注３） 数学及び理科は，各グループにおいて，それぞれ独立した試験時間帯で試験を実施
（注４） 英語はリスニングを実施

２ 出題教科・科目
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教科 グループ 新教育課程による出題科目 旧教育課程による出題科目

数学

①
「数学Ⅰ」

「数学Ⅰ・数学Ａ」

「旧数学Ⅰ」

「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

②
「数学Ⅱ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

理科

①
「物理基礎」，「化学基礎」，

「生物基礎」，「地学基礎」

②
「物理」，「化学」，

「生物」，「地学」

「理科総合Ａ」，「理科総合Ｂ」

「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，

「生物Ⅰ」，「地学Ⅰ」

○ 旧教育課程履修者に対する経過措置

（注１） 赤枠は問題冊子の単位を示す。
（注２） 理科②は問題冊子を新旧いずれか１冊配付する。 6



３ 試験時間割

○1日目は平成26年度と同じです。

○理科の試験時間は２つに分かれます。（理科①と理科②）

１
日
目

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00

10 20 30 40

14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

10 20 30 40 50 10 20 30 40 50 1050 10 20 30 40 50 4030 40 50 10 20 3020 30 40 50 10 20

16:00 17:00 18:00

10

２
日
目

9:00 10:00 11:00 12:00

50 10 20 30 40 5040 50 10 20 30

10 20 30 40 50 10

13:00 14:00 15:00

30 40 50 10 20 3020 30 40 50 10 20 30 40 5040 50 10 20 30 40 30 40 50 1020 30 40 50 10 2010 20 30 40 50 1050 10 20

地理歴史，公民

（2科目受験）

外国語

（筆記）

理科②

（１科目受験）

リスニング

地理歴史，公民

（１科目受験）

国 語

理科②（2科目受験）理科① 数学① 数学②

（昼休憩）

（昼休憩）
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４ 科目選択・登録方法

グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

左記２科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」

左記２科目から
１科目を選択

１ 出願時は「数学」の
受験の有無を登録し
ます。

２ 試験当日は，右の
表の中から受験科目
を選択できます。

○数学の登録方法

グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

旧教育課程により
出題する科目
（旧課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「旧数学Ⅰ」
「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

左記４科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

左記３科目から
１科目を選択

【新教育課程履修者】

【旧教育課程履修者】
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１ はじめに受験する科目選択方法を決定します。
【新教育課程履修者】は赤枠の中から決定

【旧教育課程履修者】は赤枠と青枠の中から決定

○理科の登録方法

グループ

新教育課程に
より出題する

科目
（新課程科目）

科目選択方法

旧教育課程に
より出題する

科目
（旧課程科目）

科目選択方法

理科①

「物理基礎」
「化学基礎」
「生物基礎」
「地学基礎」

Ａ：理科①から２科目選択

Ｂ：理科②から１科目選択

Ｃ：理科①から２科目選択
及び
理科②から１科目選択

Ｄ：理科②から２科目選択

理科②

「物理」
「化学」
「生物」
「地学」

「理科総合Ａ」
「理科総合Ｂ」
「物理Ⅰ」
「化学Ⅰ」
「生物Ⅰ」
「地学Ⅰ」

Ｈ：理科②から１科目選択

Ｋ：理科②から２科目選択
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２ 選択した科目選択方法を登録します。

 

理  科 

 Ａ…理科①を受験する 

Ｂ…理科②を 1科目受験する 

Ｃ…理科①を受験，理科②を 1科目受験する

Ｄ…理科②を 2科目受験する 

Ｈ…理科②を 1科目受験する 
 
Ｋ…理科②を 2科目受験する 

新課程科目を
受験する 

旧課程科目を

受験する 

Ｘ…受験しない 

 

※新課程履修

者は選択不可

※試験当日に科目選択方法を変更することはできません。

【志願票Ⅱ面 ⑱受験教科（理科）抜粋）】
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登録教科等に関わる部分

住所等に関わる部分

５ 確認はがき
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別冊子試験問題 　数学② なし

地理歴史，公民

理　　　科

外　国　語

B

Ｘ

※

Ｘ

国　　　語 Ａ 受験する

受験しない

数　　　学

検定料が不足しています

登

録

教

科

　外国語 　なし

２科目受験する

受験しない

旧課程科目を選択しているため

登録できません

○登録教科等に関わる部分（抜粋）
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不備の表示内容

ア 旧課程科目を選択しているため登録できません

⇒新課程履修者が理科で「旧課程の科目選択方
法」を選択した場合に表示されます。

イ 検定料が不足しています

⇒２教科以下の検定料で登録教科が３教科以上
の場合に表示されます。

ウ 登録教科数より多く検定料を払い込んでいます

⇒３教科以上の検定料で登録教科が２教科以下
の場合に表示されます。

○登録教科等の不備に関する表示



・ 理科②の新課程科目と旧課程科目の試験問題冊子を別々に作成すること
に合わせて，試験室を別々に設定する(受験上及び実施上のリスク回避)

○ 試験室の分割設定（新課程科目と旧課程科目）

6 試験場・試験室の指定

○ 試験場の指定

・ 同一高校の志願者が別々の試験場に指定される場合がある
ア 施設設備の関係上，男子と女子の別
イ 「地理歴史，公民」と「理科②」の受験科目数の組合せ
ウ 複数の試験場がグループ化された試験場に指定される志願者(注)

(注) 試験場がグループ化された場合は，新課程科目試験室又は旧課程
科目試験室のみを設定する試験場や特定の受験パターンのみの試験

室を設定する試験場になる場合がある。
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○ 試験場の「グループ化」

※ 「グループ化」の導入（どの試験場に適用するか）は，各大学の収容数や

受験者の利便性等を踏まえ，各試験地区（都道府県）で判断

同じ試験地区内の複数の試験場を仮想的に１つの試験場とみなし，試

験場の収容数のスケールメリットを活用して志願者を割り当てる

① 新課程科目試験室又は旧課程科目試験室のみの試験場設定が可能

② 志願者の受験パターンごとに1つの試験場に集約が可能

各試験場における複雑化を極力回避し，試験の円滑な実施が可能
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７ 得点調整

【対象教科科目】

（1） 地理歴史の「世界史B」，「日本史B」，「地理B」の間

（2） 公民の「現代社会」，「倫理」，「政治・経済」の間

（3） 数学のグループ①の「数学Ⅰ・ 数学A」と「旧数学Ⅰ ・旧数学
A」の間

（4） 数学のグループ②の「数学Ⅱ ・ 数学B」と「旧数学Ⅱ ・旧数学
B」の間

（5） 理科のグループ②の「物理」，「化学」，「生物」，「地学」，「物理
Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」，「地学Ⅰ」の間

※受験者が1万人未満の科目は得点調整の対象外
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１ 数学の留意点

○試験当日に受験科
目を選択することが
できます。

○新課程科目と旧課
程科目があるので，
科目選択を誤らな
いよう注意してくださ
い。

17

Ⅱ 数学・理科の受験上の留意点

グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

左記２科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」

左記２科目から
１科目を選択

グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

旧教育課程により
出題する科目
（旧課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「旧数学Ⅰ」
「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

左記４科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

左記３科目から
１科目を選択

【新教育課程履修者】

【旧教育課程履修者】
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数学①の解答用紙の解答科目欄
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数学

解 答 科 目 欄

数

学

Ⅰ

数

学

Ⅰ

・

数

学

Ａ

旧課程 旧課程

旧

数

学

Ⅰ

旧

数

学

Ⅰ

・

旧

数

学

Ａ

解答科目欄に正しくマークしないと０点となることがあります。



数学②の解答用紙の解答科目欄
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旧課程

数

学

Ⅱ

数

学

Ⅱ

・

数

学

Ｂ

工

業

数

理

基

礎

簿

記

・

会

計

解　答　科　目　欄

情

報

関

係

基

礎

旧

数

学

Ⅱ

・

旧

数

学

Ｂ

解答科目欄に正しくマークしないと０点となることがあります。



２ 理科の留意点

【理科①，理科②共通】

○ 試験当日は科目選択方法を変更することはできません。

【理科①】

○ ６０分間で２科目を選択解答します。

○ 解答の順序は問いません。

○ 時間配分は自由です。

○ 解答用紙は1枚で表面に2科目分を解答します。
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理 科 ①　解 答 用 紙

マーク例

受験番号を記入し，その下

のマーク欄にマークしなさ

い。
①

千位 百位 十位 一位 英字

受　験　番　号　欄

良い例 悪い例

③ ④

━━ ━ ━

━

H

K

M

A

B

C

R

U

X

Y

Z

②
氏名・フリガナ，試験場コード

を記入しなさい。

12

13

注意事項

1　左右の解答欄で同一の科目を解答してはいけません。

2　訂正は，消しゴムできれいに消し，消しくずを残してはいけません。

3  所定欄以外にはマークしたり，記入したりしてはいけません。

4  汚したり，折りまげたりしてはいけません。

8 9

解　　答　　欄

6

7

8

9

10

11

5

解答

番号 1 2 3 4 5 6 7

14

15

16

9

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

10

1

2

3

4

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

1

8

8 9

解　　答　　欄

2

3

4

5

6

7

解答

番号 1 2 3 4 5 6 7

11

12

13

14

15

16

・
●

受験番号マーク

チェック欄

1

0

3

2

5

4

7

6

9

8

1

0

3

2

5

4

7

6

9

8

1

3

2

5

4

7

6

9

8

1

0

3

2

5

4

7

6

9

8

B

A

H

C

M

K

U

R

Y

X

Z

・下の解答欄で解答する科目を，1科目だけマー

クしなさい

・解答科目欄が無マーク又は複数マークの場合

は，０点となります。

解答科目
チェ ック欄

1 2 4 6 7 8 93 5

・下の解答欄で解答する科目を，1科目だけマー

クしなさい

・解答科目欄が無マーク又は複数マークの場合

は，０点となります。

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

解答科目
チェ ック欄

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

1 2 4 6 7 8 93 5

理科①の解答用紙
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第２解答科目欄

化 学

物 理

生 物

理科総合Ａ

化 学 Ⅰ

旧
　
　
課
　
　
程

地 学

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

第１解答科目欄

物 理

化 学

生 物

地 学

旧
　
　
課
　
　
程

理科総合Ａ

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

化 学 Ⅰ

【理科②】

○ 旧課程科目試験室では
旧課程科目６科目を1冊に
した問題冊子を配付します。
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解答用紙の解答科目欄

○ 新課程科目試験室では
新課程科目4科目を1冊に
した問題冊子を配付します。

○ 解答科目欄に正しくマー
クしないと０点となることがあ
ります。



受 験 案 内

1

資料4



●学習指導要領の改訂に対応した出題科目

●新教育課程履修者と旧教育課程履修者

●時間割

●数学の登録方法及び試験実施方法

●理科の登録方法及び試験実施方法

●リスニングのICプレーヤー

１ 平成27年度センター試験の主な変更点

試験概要 【P2】Ａ
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●検定料等払込み

9月1日（月）～10月9日（木）

２ 平成27年度センター試験実施日程

●受験上の配慮の申請（希望者のみ）

8月1日（金）～10月9日（木）

（出願前申請期間 8月1日（金）～9月26日（金））

●出願

9月29日（月）～10月9日（木）（消印有効）

試験概要 【P4】Ａ
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●大学入試センターから確認はがき（出願受理通知）を送付

10月27日（月）までに届くように送付します。

⇒ 志願票に記入した内容が正しく登録されているかを必ず確
認してください。

●大学入試センターから受験票及び受験上の注意を送付

12月15日（月）までに届くように送付します。

⇒ 試験場や登録教科等を必ず確認してください。

・ 高等学校卒業見込みの者は在学している学校に送付します。

・ 高等学校等の通信制課程を卒業見込みの者は志願者本人に

直接送付します。

試験概要 【P4】Ａ
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●本試験実施

平成27年1月17日（土）・18日（日）

●追試験実施

平成27年1月24日（土）・25日（日）

●成績通知書の送付（出願時に希望した者のみ）

平成27年4月16日（木）以降

試験概要 【P4】Ａ
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教科 グループ 出題科目

国語 「国語」

地理歴史
「世界史Ａ」，「世界史Ｂ」，「日本史Ａ」，「日本史Ｂ」，
「地理Ａ」，「地理Ｂ」

公民
「現代社会」，「倫理」，「政治・経済」，
「倫理，政治・経済」

数学

① 「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」

② 「数学Ⅱ」，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，
「工業数理基礎」，「簿記・会計」，「情報関係基礎」

理科
① 「物理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」，「地学基礎」

② 「物理」, 「化学」, 「生物」, 「地学」

外国語 「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」，「韓国語」

（注１） 赤字は新教育課程に対応した出題科目を示す

（注２） 理科は，「基礎を付した科目」と「基礎を付していない科目」を別々のグループに配置

（注３） 数学及び理科は，各グループにおいて，それぞれ独立した試験時間帯で試験を実施

（注４） 英語はリスニングを実施

○出題教科・科目

6

試験概要 【P５】Ａ



教科 グループ 新教育課程による出題科目 旧教育課程による出題科目

数学

①
「数学Ⅰ」

「数学Ⅰ・数学Ａ」

「旧数学Ⅰ」

「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

②
「数学Ⅱ」

「数学Ⅱ・数学Ｂ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

理科

①
「物理基礎」，「化学基礎」，

「生物基礎」，「地学基礎」

②
「物理」，「化学」，

「生物」，「地学」

「理科総合Ａ」，「理科総合Ｂ」

「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，

「生物Ⅰ」，「地学Ⅰ」

○ 旧教育課程履修者に対する経過措置

（注１） 赤枠は問題冊子の単位を示す。

（注２） 理科②は問題冊子を新旧いずれか１冊配付する。 7

試験概要 【P７】Ａ



期 日 出 題 教 科 ・ 科 目
試 験 時 間

（⇒注1，2）

平成27年
1月17日（土）

地理歴史
公 民

「世界史A」「世界史B」
「日本史A」「日本史B」
「地理A」「地理B」
「現代社会」「倫理」
「政治・経済」「倫理，政治・経済」

2科目受験

9:30～11:40
（⇒注3）

1科目受験

10:40～11:40
（⇒注3）

国 語 「国語」 13:00～14:20

外 国 語
「英語」「ドイツ語」「フランス語」
「中国語」「韓国語」

【筆記】
15:10～16:30

【リスニング】
「英語」のみ
17:10～18:10

1月18日（日）

理 科 ①
「物理基礎」「化学基礎」
「生物基礎」「地学基礎」

9:30～10:30
（⇒注4）

数 学 ①
「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・数学A」
「旧数学Ⅰ」「旧数学Ⅰ・旧数学A」

11:20～12:20

数 学 ②

「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・数学B」
「工業数理基礎」「簿記・会計」
「情報関係基礎」
「旧数学Ⅱ・旧数学B」

13:40～14:40

理 科 ②

「物理」「化学」
「生物」「地学」
「理科総合A」「理科総合B」
「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」
「生物Ⅰ」「地学Ⅰ」

2科目受験

15:30～17:40
（⇒注3）

1科目受験

16:40～17:40
（⇒注3）

○ 試験期日・

試験時間割

試験概要 【P８】Ａ
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・ 志願票は第Ⅰ面と第Ⅱ面の両面構成

・ 必ず両面とも記入

第Ⅰ面 ⇒ 志願者の情報を記入

第Ⅱ面 ⇒ 受験教科等を記入

記入後は必ずコピーをとっておいてください。

⇒ 確認はがき到着後の登録内容の確認に

必要です。

重 要

６ 志願票の記入方法

Ｂ 出願 【P20】

9



⑥「卒業見込者・卒業者の別」

志願票 【第Ⅰ面】①

※ ⑦は必ず記入してください。

Ｂ 出願 【P20】

10

⑦「入学した年」欄

当該志願者の履修課程が
新・旧教育課程のどちらで
あるかを判別する項目です。



新教育課程履修者と旧教育課程履修者とは

11

新教育課程
履修者
(数学・理
科)

①高等学校（特別支援学校の高等部を
含む。）に平成24年4月に入学し，数学，
理科に関し新教育課程を履修し，平成
27年3月卒業見込みの者

②中等教育学校の後期課程に平成24年4月
に進級し，数学，理科に関し新教育課
程を履修し，平成27年3月卒業見込みの者

志願票の「⑦
入学した年」
が「24」であ
る者

旧教育課程
履修者

上記以外の者
※高等学校等を平成27年3月卒業見込み

であるが，入学は平成24年3月以前の
者など

志願票の「⑦
入学した年」
が「23」以前
である者又は
その他の資格
で出願する者



⑫「性別」欄

⑬「生年月日」欄

⑭⑮電話番号欄

「現住所」欄

志願票 【第Ⅰ面】②

記入漏れ,記入間違いが
多い項目です

Ｂ 出願 【P20】
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志願票 【第Ⅱ面】①

⑱「受験教科」欄

受験する・しないにかかわら
ず必ず全て記入します。

13

Ｂ 出願 【P22】

○「検定料受付証明書貼り付け」欄

「検定料受付証明書」が貼り付けられて
いること及び「受付局日附印」が押されて
いることを確認してください。



200 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない 

 

理  科 203 

 

202 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない 

201 
Ａ…1科目受験する 
Ｂ…2科目受験する 
Ｘ…受験しない 

地理歴史

公  民

 国 語

 数  学

Ａ…理科①を受験する 

Ｂ…理科②を 1科目受験する 

Ｃ…理科①を受験，理科②を 1科目受験する

Ｄ…理科②を 2科目受験する 

Ｈ…理科②を 1科目受験する 
 
Ｋ…理科②を 2科目受験する 

新課程科目を
受験する 

旧課程科目を

受験する 

Ｘ…受験しない 

教 科 名 選 択 記 入 欄  

204  外 国 語 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない 

 

※新課程履修

者は選択不可 

A

志願票【第Ⅱ面】②

A

B

A

D

受験する・受験しないにかかわらず全て記入します

「数学」を受験する場
合は「A」と記入します。

「理科」は科目選択の
方法を記入します。

（注） 丁寧且つ読みやす
い字で記入

Ｂ 出願 【P23】

14

志望大学の指定する
教科を必ず確認！



グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

左記２科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」

左記２科目から
１科目を選択

１ 出願時は「数学」の
受験の有無を登録し
ます。

２ 試験当日は，右の
表の中から受験科目
を選択できます。

グループ
新教育課程により

出題する科目
（新課程科目）

旧教育課程により
出題する科目
（旧課程科目）

科目選択方法

数学①
「数学Ⅰ」
「数学Ⅰ・数学Ａ」

「旧数学Ⅰ」
「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

左記４科目から
１科目を選択

数学②
「数学Ⅱ」
「数学Ⅱ・数学Ｂ」 「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」

左記３科目から
１科目を選択

【新教育課程履修者】

【旧教育課程履修者】

15

数学の登録方法



グループ

新教育課程に
より出題する

科目
（新課程科目）

科目選択方法

旧教育課程に
より出題する

科目
（旧課程科目）

科目選択方法

理科①

「物理基礎」
「化学基礎」
「生物基礎」
「地学基礎」

Ａ：理科①から２科目選択

Ｂ：理科②から１科目選択

Ｃ：理科①から２科目選択
及び
理科②から１科目選択

Ｄ：理科②から２科目選択

理科②

「物理」
「化学」
「生物」
「地学」

「理科総合Ａ」
「理科総合Ｂ」
「物理Ⅰ」
「化学Ⅰ」
「生物Ⅰ」
「地学Ⅰ」

Ｈ：理科②から１科目選択

Ｋ：理科②から２科目選択

16

理科の登録方法

１ はじめに受験する科目選択方法を決定します。
【新教育課程履修者】は赤枠の中から決定

【旧教育課程履修者】は赤枠と青枠の中から決定



２ 選択した科目選択方法を登録します。

 

理  科 

 Ａ…理科①を受験する 

Ｂ…理科②を 1科目受験する 

Ｃ…理科①を受験，理科②を 1科目受験する

Ｄ…理科②を 2科目受験する 

Ｈ…理科②を 1科目受験する 
 
Ｋ…理科②を 2科目受験する 

新課程科目を
受験する 

旧課程科目を

受験する 

Ｘ…受験しない 

 

※新課程履修

者は選択不可

※試験当日に科目選択方法を変更することはできません。

【志願票Ⅱ面 ⑱受験教科（理科）抜粋）】
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○ 出願時に成績通知の希望の有無を選択します。

○ 出願後に希望の有無を変更することはできません。

成績通知

⑳成績通知 

【成績通知】の希望の有無に○を
してください。 

207

200 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない 

 

理  科 203 

 

202 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない 

201 
Ａ…1科目受験する 
Ｂ…2科目受験する 
Ｘ…受験しない 

地理歴史

公  民

 国 語
205

 

 数  学 206

 

 
数学②のうち次の科目 
「工業数理基礎」 
「簿記・会計」 
「情報関係基礎」 

 
外国語のうち次の科目 
「ドイツ語」 
「フランス語」 
「中国語」 
「韓国語」 

 
 希望する

希望する

1希望する 2希望しない 

Ａ…理科①を受験する 

Ｂ…理科②を 1科目受験する 

Ｃ…理科①を受験，理科②を 1科目受験する

Ｄ…理科②を 2科目受験する 

Ｈ…理科②を 1科目受験する 
 
Ｋ…理科②を 2科目受験する 

新課程科目を
受験する 

旧課程科目を

受験する 

Ｘ…受験しない 

 

教 科 名 選 択 記 入 欄  

成績通知 

 払 込 金 額

成 績 通 知 
希望する 希望しない 

18,800 円 18,000 円３教科以上  

 

受
験
教

204  外 国 語 Ａ…受験する 
Ｘ…受験しない

 

※新課程履修

者は選択不可 

Ｂ 出願 【P19・23】
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⑳成績通知 

【成績通知】の希望の有無に○を
してください。 

207

 
200 Ａ…受験する 

Ｘ…受験しない 

 

理  科

 
 
 
 
 
 
 
 
 

203 

 

 
202 Ａ…受験する 

Ｘ…受験しない 

 
 

201 
Ａ…1科目受験する 
Ｂ…2科目受験する 
Ｘ…受験しない 

地理歴史

公  民

 国 語
205

 

 数  学 206

 

 
数学②のうち次の科目 
「工業数理基礎」 
「簿記・会計」 
「情報関係基礎」 

 
外国語のうち次の科目 
「ドイツ語」 
「フランス語」 
「中国語」 
「韓国語」 

 
 希望する

希望する

1希望する 2希望しない 

Ａ…理科①を受験する 

Ｂ…理科②を 1科目受験する 

Ｃ…理科①を受験，理科②を 1科目受験する

Ｄ…理科②を 2科目受験する 

Ｈ…理科②を 1科目受験する 
 
Ｋ…理科②を 2科目受験する 

新課程科目を
受験する 

旧課程科目を

受験する 

Ｘ…受験しない 

 

教 科 名 選 択 記 入 欄  

成績通知 

 払 込 金 額

12,800 円 12,000 円２教科以下 

成 績 通 知 
希望する 希望しない 

18,800 円 18,000 円３教科以上  

 

受
験
教
科
数

 
204  外 国 語 Ａ…受験する 

Ｘ…受験しない 

 

※新課程履修
者は選択不可 

検定料の計算方法

A

B

X

×

D

検定料は，【受験教科数】と【成績通知】の希望の有無の組合せで決まります。

「地理歴史」と「公民」は合わせて1教科として数えます。

「理科」は科目選択方法にかかわらず1教科です。

【受験教科数】

「X」以外のアルファベットの数を足した合計

3教科

【成績通知】 希望する

Ｂ 出願 【P26・27】

19



必ず確認してください!!

登録教科等に関わる部分

出願後 【P28】

住所等に関わる部分

表示に誤りがある場合や
受験教科等をやむを得ず
訂正する場合は，訂正届
で届け出てください。

Ｃ

１ 確認はがき（出願受理通知）～登録内容の確認

20



必ず「確認はがきのコピー」を
貼り付けてください。

住所等変更・訂正届

平成27年度大学入試センター試験　　住所等変更・訂正届

① 志願者本人の氏名と生年月日を記入してください

フリガナ 生年月日 年 月 日

② 訂正する箇所のみ，訂正後の内容を記入してください

氏名 □昭和　□平成

○住所

 □昭和　□平成漢字

－

○氏名

確認はがき貼り付け欄

○生年月日

生 年 月 日 年 月 日

新電話番号（携帯電話）

ﾌﾘｶﾞﾅ

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

新住所

○電話番号（変更のある電話番号のみ記入してください）

新電話番号（自宅・下宿・寮）

新郵便番号

③ 確認はがきのコピーを貼り付けてください

－

－

提出前に確認してください！

－

－

届
け
出
の
際
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【 訂正届の提出者全員 】
「確認はがき」のコピーを貼り付けてください。

※センター記入欄

◎ 「性別」に登録の誤りがある

場合は，直ちに大学入試センター

事業第１課（→裏表紙）に電話で

問い合わせてください。

①「成績通知」「受験上の配慮」「イヤ

ホン不適合措置」は，出願時に申し出

た内容を変更することはできません。

②「登録教科」等「別冊子試験問題の

有無」を訂正する場合は，11月4日ま

でに，71ページの「登録教科等訂正

届」に必要事項を記入して提出してく

ださい。

住所の後半部分（マンション名や「字

（あざ）」以降の住所など）はカタカナ

で表示されますが，登録の誤りではあ

りません。

→ 訂正の必要はありません。

氏名にコンピュータで登録できない文

字が含まれる場合は，その文字が置

き換えられるか，すべてカタカナで表

示されますが，登録の誤りではありま

せん。

→ 訂正の必要はありません。

11月22日以降に到着した分につい

ては，受験票への印字が間に合い

ませんので，受験票到着後に手続

を行ってください。

→受験案内34ページ

 

数　　　学
登

録

教

科

　外国語別冊子試験問題 　数学②

地理歴史，公民

理　　　科

外　国　語

国　　　語

高 等 学 校 等

コ ー ド

成 績 通 知

ｲﾔﾎﾝ不適合措置

フ リ ガ ナ

氏 名

　　　

生 年 月 日 性 別

連　絡　先　等

履　修　課　程

受験上の配慮

平成26年11月4日（火）（消印有効）登録内容の訂正期限

平成26年10月●日発行

出願後 【P38】Ｃ
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○ 右側の赤枠で示す中に

不備がある場合は，次のス

ライドの表のア～ウの記載

内容が表示されます。

出願後 【P29】Ｃ
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○ 出願上の不備がある場合の表示内容と登録教科等訂正届
の提出がなかった場合の取扱い

不備の表示内容 訂正がない場合の登録方法

ア 旧課程科目を選択しているため登録できません

⇒新課程履修者が理科で「旧課程の科目選択方
法」を選択した場合に表示されます。

理科は「受験しない」で登録しま
す。

イ 検定料が不足しています

⇒２教科以下の検定料で登録教科が３教科以上
の場合に表示されます。

志願票の受験教科欄に「受験す
る」と記入した教科のうち，上か
ら２教科で登録します。

ウ 登録教科数より多く検定料を払い込んでいます

⇒３教科以上の検定料で登録教科が２教科以下
の場合に表示されます。

志願票に記入されたとおり登録
します。

出願後 【P30】Ｃ
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必ず確認はがき貼り付け欄に「確認はがきの等倍コピー」を貼り
付けてください。訂正する箇所のみ記入してください。

11月4日（火）消印有効！

登録教科等訂正届

希望しない

Ａ…１科目受験する

フリガナ

氏名

平成27年度大学入試センター試験　　登録教科等訂正届

① 志願者本人の氏名と生年月日を記入してください

□昭和　□平成

生年月日 年 月 日

外国語 希望する 希望しない

□

② 訂正する箇所のみ，訂正後の内容を記入してください

【希望者のみ】別冊子試験問題の配付

数学②

□

Ｂ…理科②を１科目受験する

Ｃ…理科①を受験，理科②を1科目受験する

Ｄ…理科②を２科目受験する

国語
Ａ…受験する
×…受験しない

地理歴史
公　　民

教科名 訂正記入欄

□ 希望する

Ｂ…２科目受験する

×…受験しない

理科
旧課程科目を
受験する

Ｈ…理科②を１科目受験する
Ｋ…理科②を２科目受験する

外国語
Ａ…受験する
×…受験しない □

Ａ…受験する
×…受験しない

数学 □

×…受験しない

Ａ…理科①を受験する

※新課程履
修者は選択
不可

新課程科目を
受験する

届
け
出
の
際
は
、
こ
の
ペ

◎訂正する教科のみ該当する選択肢を１つ選び，その記
号を訂正記入欄に正しく記入してください。正しく記

入されていない場合（複数の記号を記入，選択肢にな

い文字を記入等）は，その教科は訂正しません。

◎記入がない箇所については，確認はがきに記載されて

いる登録内容で受験票を発行します。

◎記入に当たっては，「受験案内」の29ページをよく読

んでください。必要書類や記載内容に不備がある場合，
訂正は一切受け付けません。

※センター記入欄

出願後 【P31】Ｃ
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受験教科数が，

「2教科以下 → 3教科以上」

「3教科以上 → 2教科以下」

に変更となる場合は，再度，変更後の検定料を払い込む必要
があります。

すでに払込済の検定料は返還請求することができます。

大学入試センターのホームページから「検定料等返還請求書」
をダウンロードして登録教科等訂正届とともに送付してください。

登録教科の訂正により検定料が変わる場合

Ｃ 出願後 【P27・31】
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受験票の確認ポイント
訂正届を提出した場合は，手元のコピーと照らし合わせて訂正した内容

のとおり記載されているか確認してください。

試験場に関わる部分 登録教科等に関わる部分

　

試験場名
試験場

コード

所 在 地

　　　　　　　　　指定された試験場以外では，受験できません。

 東 西 大 学 第 １ 試 験 場 200011

平成27年度　 大学入学者選抜大学入試センター試験受験票

道 順
  京王電鉄井の頭線「駒場東大前駅」西口下車、徒歩５分

問い合わ

せ大学
　東西大学

西多摩高等学校

（ｺﾏﾊﾞ ﾀﾛｳ）

駒場 太郎 殿
（13440G-20011-010001）

東京都目黒区駒場 2－19－23

試験当日以外の電話

試験当日の電話

03-3465-8600

03-3465-8600

１ この写真票は，受験票とともに必ず持参し

てください。
２ この写真票は，試験時間内に回収します。

（ｺﾏﾊﾞ ﾀﾛｳ）

駒場 太郎

200011 - 1001x - 1

（ 氏 名 ）自
署
欄

（あらかじめ黒のボールペンで記入しておいてください。）

性 別 男

平成27 大学入試センター試験写真票

センター整理番号

（0001）写 真
（4cm×3cm）

写真の裏に氏名

を記入の上，あら

かじめしっかりと

貼っておいてく

ださい。

平成08年10月02日生性 別 男

上履き持参 受験上の配慮 ﾍｯﾄﾞﾎﾝ貸与

（あらかじめ黒のボールペンで記入しておいてく ださい。）

切
り
取
ら
な
い
こ
と
。

受 験 番 号

1 0 0 1 X

発行

回数

１

写 真
（4cm×3cm）

写真の裏に氏名を

記入の上，あらかじ

めしっかりと貼って
おいてください。

（ 氏 名 ）自
署
欄

こ
の
受
験
票
は
大
学
の

入
学
手
続
ま
で
必
要
で
す

。

備　考
地理歴史，公民 ○ 登録科目数２

国　　　語 －
外　国　語 ○ 別冊子配付あり

理　科　① －

数　学　①
数　学　② 別冊子配付あり

登録科目数１
（旧課程科目を登録）

１
日
目

○

・○を付した教科のみ受験できます。

　数学は数学①と数学②を合わせて表示しています。

・登録された教科，科目数，理科②の新･旧の課程科目を変更すること

　はできません。

理　科　② ○

２
日
目

旧教育課程履修者

受験教科名

Ｃ 出願後 【P32・33】
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同じ高等学校等の卒業見込者は同じ試験場に指定するよう考慮しま
すが，次のスライドに示すような円滑に試験を実施する観点から，それ
ぞれの試験場における試験室の収容人数によっては以下のような場合
があります。

① 「地理歴史，公民」及び「理科②」の試験時間に受験する科目数の

組合せによっては別々の試験場に指定される場合があります。

② 男子と女子がそれぞれ別の試験場に指定される場合があります。

③ 重度の障害等で受験上の配慮を申請した志願者については，同

じ学校の志願者とは別の試験場に指定される場合があります。

３ 試験場の指定

Ｃ 出願後 【P34】
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・ 理科②の新課程科目と旧課程科目の試験問題冊子を別々に作成すること

に合わせて，試験室を別々に設定する(受験上及び実施上のリスク回避)

○ 試験室の分割設定（新課程科目と旧課程科目）

○ 試験場の指定

・ 同一高校の志願者が別々の試験場に指定される場合がある

ア 「地理歴史，公民」と「理科②」の受験科目数の組合せ

イ 施設設備の関係上，男子と女子の別

ウ 複数の試験場がグループ化された試験場に指定される志願者(注)

(注) 試験場がグループ化された場合は，新課程科目試験室又は旧課程
科目試験室のみを設定する試験場や特定の受験パターンのみの試験

室を設定する試験場になる場合がある。

28

Ｃ 出願後 【P34】
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【 新課程】

【 旧課程】

地理歴史，公民 理科②

2 2 ⒜
2 1 ⒝
1 2 ⒞
1 1 ⒟

受験科目数 試験室の
割当パターン

地理歴史，公民 理科②

2 2 ⒜’
2 1 ⒝’
1 2 ⒞’
1 1 ⒟’

受験科目数 試験室の
割当パターン

計８パターン

※ 地理歴史，公民又は理科
において受験科目数が「０」
の者はいずれかのパターン
の試験室に割当

○ 試験室の分割設定（新課程科目と旧課程科目）

・ 理科②の新課程科目と旧課程科目の試験問題冊子を別々に作成するこ

とに合わせて，試験室を別々に設定する(受験上及び実施上のリスク回避)



○ 試験場の「グループ化」

※ 「グループ化」の導入（どの試験場に適用するか）は，各大学の収容数

や受験者の利便性等を踏まえ，各試験地区（都道府県）で判断

同じ試験地区内の複数の試験場を仮想的に１つの試験場とみなし，

試験場の収容数のスケールメリットを活用して志願者を割り当てる

① 新課程試験室又は旧課程試験室のみの試験場設定が可能

② 志願者の受験パターンごとに1つの試験場に集約が可能

各試験場における複雑化を極力回避し，試験の円滑な実施が可能

30

＜参考＞
グループ化の例

Ａ試験場 Ｂ試験場 Ｃ試験場

３試験場をグループ化

仮想試験場



31

４ ＩＣプレーヤーの操作

Ｄ リスニング 【P43】

（注意点１） 音声メモリーは，ＩＣプレーヤー上部の保護カバーを

開けて入れる

（注意点２） 保護カバーを閉じる際は，カバーの真ん中を押す

保護カバー

保護カバーは真ん中
を押して閉じる



○リスニングの解答用紙（裏面）

32

Ｄ リスニング 【P43】



○リスニングの解答用紙（表面）

33

Ｄ リスニング 【P44】



５ ICプレーヤーの操作体験

Ｄ リスニング 【P46】

○大学入試センターのホームページにある「ICプレー
ヤー操作ガイド」 （下記URL）では，ICプレーヤーの操
作を体験することができます。

○ICプレーヤーの3つのボタンの長押しの方法や操作
上の注意事項，リスニングの流れが分かるようになっ
ています。

○これまでの試験で実際に使用された問題音声を聞くこ
とができます。

「ICプレーヤー操作ガイド」
http://www.dnc.ac.jp/center/listening.html 34



① 「イヤホン不適合措置申請書」を，大学入試センターのホームページか

らダウンロードする。

② 志願者本人が「イヤホン不適合措置申請書」をセンター試験参加大学

の入試担当窓口に持参し，「大学記入欄」に確認の署名をしてもらう。

（対応期間：平成26年8月1日(金) ～ 10月9日(木)）

③ 必要事項が記入された「イヤホン不適合措置申請書」を志願票の所定

の欄に貼り付けて出願する。

６ イヤホンが装着できない場合

Ｄ リスニング 【P46】

イヤホンが耳に装着できない場合は，ヘッドホンを貸与
します。

【申請方法】

イヤホンがどうしても装着できない場合に限り，申請させてください。
35



○ インフルエンザ及びノロウィルス等の感染症にかかり治癒してい
ない者は他の受験者等に感染する恐れがあるため受験できません。
追試験の受験を申請してください。

○ 試験室に入室してから試験終了までは，退室できません。

〇 「地理歴史，公民」及び「理科②」の受験票に記載された

受験科目数を，試験当日に

2科目受験 → 1科目受験

1科目受験 → 2科目受験

〇 「2科目受験する」と登録した受験者は，

地理歴史，公民は９：５０までに入室
理科②は１５：５０までに入室

変更できません

●試験当日の留意点

Ｅ 試験 【P48】

１ 受験に当たっての主な注意事項

36

それ以降は，当該教科の
受験は一切できません。



● 試験時間中の注意事項

・ 以下のものを使用すると不正行為となります。

「定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む。）」
「コンパス」 「電卓」
「そろばん」 「グラフ用紙」等の補助具
「電子辞書」 「携帯電話」
「スマートフォン」 「腕時計型端末」
「ICレコーダー」等の電子機器類

※机に置けるものの詳細は必ず受験案内等で確認してください。

・ 英文字や地図等がプリントされた服等は着用しないでください。

・ 他の受験者への迷惑となる行為（貧乏ゆすり等）は慎むようにして

ください。

Ｅ 試験 【P48】
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【理科①，理科②共通】

○ 試験当日は出願時に登録したＡ～Ｄ，Ｈ，Ｋのいずれかの
科目選択方法を変更することはできません。

【理科①】

○ ６０分間で２科目を選択解答します。

○ 解答の順序は問いません。

○ 時間配分は自由です。

○ 解答用紙は1枚で表面に2科目分を解答します。

38

理科を受験する際の留意点



毎年，試験開始後，試験監督者に対して，

・ 自分はどの科目を受験すればよいのか

・ どの科目から解答すればよいのか

等の質問をする受験者がいます。

※ 受験科目は，事前に受験を希望する大学の募集

要項等で必ず確認してください。

39

解答科目の確認①



毎年，問題冊子の表紙に記載された科目の掲載
ページを確認しないまま解答を始めたため，志望大

学の受験資格を失う受験者がいます。

問題冊子の表紙に記載された各科目の掲載ペー
ジを十分に確認してから解答を開始するよう注意し
てください。

40

解答科目の確認②



数学①の問題冊子（抜粋）

数学②の問題冊子（抜粋）
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理科①の問題冊子（抜粋）
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理科②の問題冊子（抜粋）
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k_iwatsubo
長方形

k_iwatsubo
長方形



毎年，解答科目欄が適切にマークされていない答

案があります。

平成27年度試験では，経過措置により出題される
旧課程科目のある教科（理科②，数学①，数学②）が
ありますので，これらの科目を受験する際は，解答科
目欄のマークミスがないよう特に注意してください。

※ 正しくマークされていない場合は０点となることが

あります。

Ｅ 試験 【P49】
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解答科目欄のマーク



● 解答科目欄のマーク（不適切な例）

理科①

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

　

　

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

解 答 科 目 欄

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

同じ科目をマーク １つの解答科目欄に複数マーク
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理科② 新課程科目を登録した者が旧課程科目をマーク

第１解答科目
の解答用紙

第２解答科目
の解答用紙

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

第１解答科目欄

物 理

化 学

生 物

地 学

旧
　
　
課
　
　
程

理科総合Ａ

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

化 学 Ⅰ

第２解答科目欄

化 学

物 理

生 物

理科総合Ａ

化 学 Ⅰ

旧
　
　
課
　
　
程

地 学

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

46



理科②
第２解答科目欄

化 学

物 理

生 物

理科総合Ａ

化 学 Ⅰ

旧
　
　
課
　
　
程

地 学

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

第１解答科目と第２解答科目で同じ科目をマーク

生 物 Ⅰ

地 学 Ⅰ

第１解答科目欄

物 理

化 学

生 物

地 学

旧
　
　
課
　
　
程

理科総合Ａ

理科総合Ｂ

物 理 Ⅰ

化 学 Ⅰ

第１解答科目
の解答用紙

第２解答科目
の解答用紙
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数学②

複数科目をマーク

旧課程

数

学

Ⅱ

数

学

Ⅱ

・

数

学

Ｂ

工

業

数

理

基

礎

簿

記

・

会

計

解　答　科　目　欄

情

報

関

係

基

礎

旧

数

学

Ⅱ

・

旧

数

学

Ｂ

旧課程

数

学

Ⅱ

数

学

Ⅱ

・

数

学

Ｂ

工

業

数

理

基

礎

簿

記

・

会

計

解　答　科　目　欄

情

報

関

係

基

礎

旧

数

学

Ⅱ

・

旧

数

学

Ｂ

新教育課程履修者が旧課程科目をマーク
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受験上の配慮案内
〔障害等のある方への受験上の配慮〕

資料5



2

〇 ｢受験上の配慮案内｣の入手方法

① 大学入試センターに郵送で請求する。

⇒ 【受験案内】18ページ

② 大学入試センターのホームページからダウンロード
する。

http://www.dnc.ac.jp/
（出力した用紙で配慮の申請ができます。）
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【表紙 裏】

 大学入試センターでは，受験上の配慮に関する相談を随時受け付け
ています。

⇒【志願者問い合わせ専用電話】：03－3465－8600
 入学を志望する大学の入試や，入学後の大学生活等で配慮が必要

になることがあるので，志望する大学に事前に相談してください。

〇 受験上の配慮についての事前相談

〇 申請時期
受験上の配慮事項
審査結果通知書

受験上の配慮事項
決定通知書

8月1日（金）～

9月5日（金）

9月8日（月）～

9月26日（金）

9月29日（月）～

10月9日（木）

申請時期

出願前
申請

9月下旬までに送付

12月中旬までに送付

11月下旬までに送付
出願時に
申請
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【Ｐ 4 ・5】

２ 申請方法等

(1)  出願前に申請する方法

分　類 提出書類 申請期間

受験上の配慮に
関する書類

〇 受験上の配慮申請書
〇 医師の診断書等

8月1日～9月26日

※出願前に審査結果の通知を希望する場
合は，9月5日（消印有効）までに申請

出願に関する書類
〇 志願票等
〇 受験上の配慮出願前申請済届

9月29日～10月9日

(2)  出願時に申請する方法

分　類 提出書類 申請期間

出願・受験上の
配慮に関する書類

〇 志願票等

〇 受験上の配慮申請書
〇 医師の診断書等

9月29日～10月9日
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 区分ごとの受験上の配慮内容及び提出書類等は，「受験
上の配慮内容」（Ｐ８～）を確認してください。

 各区分に該当しない場合は，「その他の配慮事項」の区分
（Ｐ15）を参照し，申請してください。

〇 受験上の配慮内容（ P8～15 ）

【Ｐ5 ～15 】

〇 受験上の配慮事項の決定（P5）
 配慮の申請に基づき，センターで審査して決定します。

配慮の決定に当たって，個々の症状や状態等を総合的に
判断します。

〇 受験上の配慮事項一覧（P7）

 主な配慮事項を種別で分類して記載しています。
 申請書に記載のない配慮事項についても申請できます。
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通知文書 確認事項

「受験上の配慮事項審査結果通知書」

※ 受験上の配慮申請者全員に通知
受験上の配慮事項の内容

「点字･代筆受験科目通知･確認書」
※ 点字解答又は代筆解答希望者のみ通知

受験科目名

「確認はがき」，「受験票」
受験上の配慮の有無
受験教科名
その他

「受験上の配慮事項決定通知書｣

※ 受験上の配慮申請者全員に通知
受験上の配慮事項の内容

【P.22】

５ 通知文書の確認
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（1） 受験上の配慮事項審査結果通知書

【P.23・24】

 出願前申請者（9月5日までの申請者）：９月下旬までに送付します。

 出願前申請者（９月8日以降の申請者）及び出願時の申請者：11月下旬

までに送付します。

 申請した配慮事項に漏れ等がある場合は，受領後3日以内に連絡してく

ださい。

５－１ 受験上の配慮事項の決定通知

（2） 受験上の配慮事項決定通知書

 審査結果通知書の内容確認後，試験場コード，受験番号を記入した決

定通知書を，受験票とは別に， 12月中旬までに送付します。

 試験当日，試験場に持参するものです。大切に保管してください。
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【P.26】

 出願後の不慮の事故等（交通事故，負傷，発病等）のため

受験上の配慮を希望する場合は，受験票に記載の｢問い合
わせ大学｣に申請してください。

（当初決定した試験場での受験となります。）

注 意 :   出願時までに申請すべき内容であった場合

は配慮できません。

６ 出願後の不慮の事故等による受験上の配慮
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【P.27】

７ 申請書類

 区分や希望する配慮事項に伴う，申請に必要となる提出書類

を確認 （裏表紙にも区分別の提出書類一覧を記載）

受験上の配慮申請様式一覧

提出書類の組合せ

 冊子にとじ込みの申請書類を記載

 別室受験希望者用の報告書を新規追加

⇒ 申請に必要な書類を確認し，不備や漏れのないように提出
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【P.27】 （ 様式：【P.53】 ）

・別室での受験希望者は提出

（点字・文字・チェック・代筆解答
希望者・試験時間延長希望者・
発達障害による申請者は提出
する必要はありません）

⇒ 高等学校等における学習状況
等の記入内容を参考として，別
室での受験の希望について，よ
り適切に審査

 状況報告書（別室の設定）
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【申請書（表面）】

【P28 ～ P30】

 「整理番号」欄は，志願票と同じ整理番号を記入してください。

（出願前に申請する場合は，記入は不要です。）

 「点字解答」又は「代筆解答」希望者は，受験科目を申請して

ください。

※ 登録内容の確認のため，志願票のコピーとともに，記入後

はコピーを取り保管しておいてください。

７－２ 申請書の記入上の注意



出願受付期間：平成26年9月29日（月）～10月9日（木）

（10月9日消印有効）

志願票及び訂正届の取りまとめ方法

資料６

1
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① 履修課程区分別（新教育課程履修者と旧教育課程履修者）
に志願票を取りまとめる。

旧課程
総括表

志願票

新課程
総括表

志願票

新教育課程
履修者志願票 旧教育課程

履修者志願票

１ 今年度の変更点

② ①のそれぞれに総括表を作成する。



２ 志願票の取りまとめ

高等学校等を平成２７年３月卒業見込みの者で
センター試験に出願する者の志願票は，高等学校
等で取りまとめて提出してください。

卒業見込みの者

大学入試センター

志願者 志願者

3

高等学校等を経由して出願

概要

新教育課程履修者 旧教育課程履修者



新教育課程履修者と旧教育課程履修者とは

4

新教育課程
履修者
(数学・理
科)

①高等学校（特別支援学校の高等部を
含む。）に平成24年4月に入学し，数学，
理科に関し新教育課程を履修し，平成
27年3月卒業見込みの者

②中等教育学校の後期課程に平成24年4月
に進級し，数学，理科に関し新教育課
程を履修し，平成27年3月卒業見込みの者

志願票の「⑦
入学した年」
が「24」であ
る者

旧教育課程
履修者

上記以外の者
※高等学校等を平成27年3月卒業見込み

であるが，入学は平成24年3月以前の
者など

志願票の「⑦
入学した年」
が「23」以前
である者又は
その他の資格
で出願する者



③「整理番号」欄

一連番号を学校で記入してください

⑥「卒業見込者・卒業者の別」 ⑦ 「入学した年」欄

当該志願者の履修課程が新・旧教育課程のどちら
であるかを判別するための重要な項目であるため，
記入誤りが無いか必ず確認してください

志願票 【第Ⅰ面】

5

⑫「性別」欄

⑬「生年月日」欄

⑭⑮「電話番号」欄

「現住所」欄

記入漏れ,記入間違いが
多い項目です



⑱「受験教科」欄
「受験するかどうかにかかわらず」全教科につ
いて記載をすることが必要です。

新教育課程履修者は，「理科」の科目選択方
法で「旧課程科目を受験する」（記号：H又はK）
を選択できませんので，確認してください。

⑲「別冊子試験問題配付希望」欄
数学と外国語で別冊子試験問題の配付を希

望する志願者は必ず記入してください。

「検定料受付証明書貼り付け」欄
「検定料受付証明書」が貼り付けられているか，また，

「受付局日附印」が押されているか確認してください。

志願票 【第Ⅱ面】

6



志願票総括表の作成ポイント

・総括表は「履修課程区分」「志願者区分」ごと
に作成してください。

・志願票の束が複数の場合，それぞれに必ず
総括表を付けてください。

・職印を必ず押してください。

（複数枚提出する場合も全てに職印を押して
ください）

7



志願票の取りまとめのポイント

・ 総括表１枚で200枚までの志願票を取りまとめることができます。

・ 各区分で志願票が200枚を超える場合は，200枚単位で総括表を

1枚ずつ作成してください。

・ 出願期間内であれば，志願票の追加提出は可能です。その際は

総括表を新たに作成してください。

・ 志願者区分ごとに総括表を作成してください。

・ 受験上の配慮申請者は区分が異なるので，総括表を別に作成して

ください。

・ イヤホン不適合措置申請者は志願票の束を分ける必要はありません。

8

【P9～P11】



出願書類封入のイメージ

9

【P7】

受領通知

はがき

志願票

■志願票の枚数により，適宜，サイズの合う

封筒を使用してください。

あて名用紙

※受験上の配慮を申請する志願者の束は一番上にしてください

※旧課程履修者の束を必ず新課程履修者の束の上にしてください

※旧課程履修者や受験上の配慮者がいない場合は，これらの総括表は必要ありません

受領通知

はがき

志願票

新課程総
括表(受験
上の配慮
申請者)

旧課程
総括表
(一般)

志願票

受領通知

はがき

新課程
総括表
(一般) 出願書類受領

通知はがき

志願票総括表

志願票



出願書類受領通知はがき

10

総括表に記入した志願票の実
枚数を記入してください。

総括表単位で取りまとめた中に
1枚でも志願票に不備があった場
合，その束は，

・ 出願書類受領通知はがき

・ 確認はがき

の通知が遅れます。



 この郵便物に封入されている総括表枚数と志願票枚数 

・受験上の配慮申請者がいない場合には，枚数記入欄に×印を付けてください。 
・履修課程区分の区別なく，下記の志願者区分で枚数を記入してください。 

一    般 

（総括表の②志願者区分 1，2，3 の合計）

受 験 上 の 配 慮 を 申 請 す る 志 願 者 

（総括表の②志願者区分 4，5 の合計）

総 括 表 

 

枚

志 願 票 

 

枚

総 括 表 

 

枚

志 願 票 

 

枚

所  在  地 
〒 

学  校  名 

高等学校等コード 
 

簡易書留引受番号 
 

あて名用紙

11

封入されている総括表及び志願票の枚数と一致していることを必
ず確認してください。



正しく処理を行うと，総括表及び志願票の枚数と一致します

 

受領通知

はがき 

総括表

総括表

志願票

志願票

■志願票の枚数により，適宜，サイズの合う

封筒を使用してください。 

受領通知

はがき 

①あて名用紙 

④志願票総括表

③志願票 

②出願書類受領

通知はがき 

12

【P8】

一致

一致

一致
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① 氏名，連絡先等を訂正する場合

・ 「住所等変更･訂正届」 （確認はがきのコピーを貼り付ける）

② 登録教科（地理歴史，公民の科目数，理科の科目選択方法
等）及び別冊子試験問題の配付希望を訂正する場合

・ 「登録教科等訂正届」 （確認はがきのコピーを貼り付ける）

※検定料を再度払い込んだ場合のみ

・ 「検定料受付証明書」を貼り付ける

・ 「検定料等返還請求書」を同封する

学校で取りまとめの上，「訂正届総括表」をつけて，11月4日（火）
まで（消印有効）に郵送してください。

【P13・14】

３ 訂正届の取りまとめ

○提出書類
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① 作成した「住所等変更・訂正届」及び「登録教科等訂正届」
（以下，「訂正届」という。）はコピーを取り，保管しておいてくだ
さい。

② 訂正された内容は，12月15日（月）までに到着する受験票
(『受験案内』p.32)で再度確認してください。確認はがきの再送
付は行いません。

③ 必要書類に不備（必要書類の不足，「訂正届」への誤記入
等）がある場合は，訂正を受け付けられないことがありますの
で，必ず内容確認を行ってください。

④ 「登録教科等訂正届」は消印が11月5日（水）以降の場合は，
訂正は一切受け付けられませんので，御注意ください。

【P14】

○注意事項
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【受験案内P31】

登録教科等訂正届
○ 登録教科（地理歴史，公民の科目数，

理科の科目選択方法等）及び別冊子試
験問題の希望を訂正する場合に使用し
ます。

○ 次の事項を確認してください。

・ 訂正のある箇所のみの記入であること。

・ 確認はがきのコピーが貼り付けてあること。

・ 新教育課程履修者が旧教育課程科目
を選択していないこと。

※受験教科数が変更となる場合は，再度，検定
料を払い込み，検定料受付証明書を貼り付け
ることが必要になる場合があります。（受験案内
p.29）

希望しない

Ａ…１科目受験する

フリガナ

氏名

平成27年度大学入試センター試験　　登録教科等訂正届

① 志願者本人の氏名と生年月日を記入してください

□昭和　□平成

生年月日 年 月 日

外国語 希望する 希望しない

□

② 訂正する箇所のみ，訂正後の内容を記入してください

③ 確認はがきのコピーを貼り付けてください

【希望者のみ】別冊子試験問題の配付

数学②

□

Ｂ…理科②を１科目受験する

Ｃ…理科①を受験，理科②を1科目受験する

Ｄ…理科②を２科目受験する

国語
Ａ…受験する
×…受験しない

地理歴史
公　　民

教科名 訂正記入欄

□ 希望する

確認はがき貼り付け欄

Ｂ…２科目受験する

×…受験しない

理科
旧課程科目を
受験する

Ｈ…理科②を１科目受験する
Ｋ…理科②を２科目受験する

外国語
Ａ…受験する
×…受験しない □

Ａ…受験する
×…受験しない

数学 □

×…受験しない

Ａ…理科①を受験する

※新課程履
修者は選択
不可

新課程科目を
受験する

届
け
出
の
際
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
検
定
料
受
付
証
明
書
貼
り
付
け
欄

【 訂正届の提出者全員 】
「確認はがき」のコピーを貼り付けてください。

【 対象者のみ】
受験教科数が「2教科以下→3教科以

上」又は「3教科以上→2教科以下」に変

更となる方のみ貼り付けてください。

◎訂正する教科のみ該当する選択肢を１つ選び，その記
号を訂正記入欄に正しく記入してください。正しく記
入されていない場合（複数の記号を記入，選択肢にな
い文字を記入等）は，その教科は訂正しません。

◎記入がない箇所については，確認はがきに記載されて
いる登録内容で受験票を発行します。

◎記入に当たっては，「受験案内」の29ページをよく読
んでください。必要書類や記載内容に不備がある場合，
訂正は一切受け付けません。

※センター記入欄

 

数　　　学
登

録

教

科

　外国語別冊子試験問題 　数学②

地理歴史，公民

理　　　科

外　国　語

国　　　語

高 等 学 校 等

コ ー ド

成 績 通 知

ｲﾔﾎﾝ不適合措置

フ リ ガ ナ

氏 名

　　

生 年 月 日 性 別

連　絡　先　等

履　修　課　程

受験上の配慮

平成26年11月4日（火）（消印有効）登録内容の訂正期限

平成26年10月●日発行
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【受験案内P38】

住所等変更・訂正届

○ 氏名，生年月日，住所，電話
番号を変更，訂正する場合に
使用します。

○ 必要事項が記入されている
か確認してください。

○ 確認はがきのコピーが貼り
付けられているか確認してく
ださい。

○ 性別に登録誤りがある場合
はこの様式を使用せず，直ち
に大学入試センター事業第一
課に電話で問い合わせてくだ
さい。

提出前に確認してください！

－

－

③ 確認はがきのコピーを貼り付けてください

－

－

新電話番号（携帯電話）

ﾌﾘｶﾞﾅ

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

新住所

○電話番号（変更のある電話番号のみ記入してください）

新電話番号（自宅・下宿・寮）

新郵便番号

○氏名

確認はがき貼り付け欄

○生年月日

生 年 月 日 年 月 日

○住所

 □昭和　□平成漢字

－

② 訂正する箇所のみ，訂正後の内容を記入してください

氏名 □昭和　□平成

平成27年度大学入試センター試験　　住所等変更・訂正届

① 志願者本人の氏名と生年月日を記入してください

フリガナ 生年月日 年 月 日

届
け
出
の
際
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【 訂正届の提出者全員 】
「確認はがき」のコピーを貼り付けてください。

※センター記入欄

◎ 「性別」に登録の誤りがある

場合は，直ちに大学入試センター

事業第１課（→裏表紙）に電話で

問い合わせてください。

①「成績通知」「受験上の配慮」「イヤ

ホン不適合措置」は，出願時に申し出

た内容を変更することはできません。

②「登録教科」等「別冊子試験問題の

有無」を訂正する場合は，11月4日ま

でに，31ページの「登録教科等訂正

届」に必要事項を記入して提出してく

ださい。

住所の後半部分（マンション名や「字

（あざ）」以降の住所など）はカタカナ

で表示されますが，登録の誤りではあ

りません。

→ 訂正の必要はありません。

氏名にコンピュータで登録できない文

字が含まれる場合は，その文字が置

き換えられるか，すべてカタカナで表

示されますが，登録の誤りではありま

せん。

→ 訂正の必要はありません。

11月22日以降に到着した分につい

ては，受験票への印字が間に合い

ませんので，受験票到着後に手続

を行ってください。

→受験案内36ページ
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登

録

教

科

　外国語別冊子試験問題 　数学②

地理歴史，公民

理　　　科

外　国　語

国　　　語

高 等 学 校 等

コ ー ド

成 績 通 知

ｲﾔﾎﾝ不適合措置

フ リ ガ ナ

氏 名

　　　

生 年 月 日 性 別

連　絡　先　等

履　修　課　程

受験上の 配慮

平成26年11月4日（火）（消印有効）登録内容の訂正期限

平成26年10月●日発行



訂正届の取りまとめ
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【P15】

■ 訂正届の枚数により，適宜，サイズの合う
封筒を使用してください。

訂正届総括表

登録教科等訂正届

住所等変更・訂正届

それぞれの書類
は，ホチキスやク
リップ等で留めな
いでください。

※注意
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○ 生徒の方から預かった志願票及び訂
正届は提出もれがないよう十分注意して
ください。

○ 万一，提出もれがあった場合には
直ちに大学入試センター事業第一課
に電話で問い合わせてください。
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